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第12回海外派遣事業 2
霊

異文化交流を楽しむ
ひろし

植村拓史さん(秋山中3年安良川）

見晴らしのいいダイヤモンド

ヘッドや足下で魚が泳ぐハナウ

マ湾など、ハワイならではの忘

れられない思い出がたくさんで

きました。カメハメハ学園の授

業では、英語が分からなくて

ちょっと大変でした。

みんなのひろば 8
;鐸＆鋸(鶴騨ﾙ鴬識､ ¥謡 焔辮蕊

情報宅配便 12

○親子健康体操教室の受講者を募集

○合併処理浄化槽設置費の一部を補助します
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カメハメハ大王の鼠の肩 蒜
一

》

交
流
を

楽
し
む

高萩市国際交流協会が主催したこの海外派遣事

業には、市内の中学生19人が参加。みなさんはア

メリカ合衆国ハワイ州にあるカメハメハ学園を訪

れ､授業体験や生徒宅へのホームステイなど同世代

の生徒との交流を楽しむほか、地域の歴史や文化を

学びました。

今月号では､同行取材によるルポをお届けします。

3/30(金)～4/4(水)＊現地日程は､3/30(金)～4/3(火）

、
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
港
に
到

ノ
着
し
た
の
は
、
現
地
時
間
で
三
月

三
○
日
勘
の
午
前
九
時
過
ぎ
。
初
め
て

外
国
の
地
を
踏
む
生
徒
の
み
な
さ
ん
の

緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
し
た
の
は
、
そ
の
暑

さ
．
常
夏
の
ハ
ワ
イ
を
実
感
す
る
に
は

十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
の
暑
さ
が
、
私
た
ち

を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
ホ
ノ
ル
ル

市
庁
舎
。
市
長
が
不
在
で
面
会
は
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
温
か
く
迎
え
て
く

れ
た
職
員
の
心
が
伝
わ
る
一
時
で
し
た
。

次
に
訪
れ
た
の
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
。
こ
こ
は
一
九
世
紀
初

頭
か
ら
始
ま
る
さ
と
う
き
び
栽
培
と
そ

の
産
業
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
場
所
。

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
の
展
示
物
の
ほ

か
、
野
外
に
は
日
本
を
含
め
世
界
各
国

か
ら
移
民
と
し
て
や
っ
て
き
た
人
々
が

当
時
暮
ら
し
て
い
た
住
居
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
は
多
く
の
日
系

人
が
い
る
と
い
う
原
点
を
、
こ
れ
ら
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
が
有
名
な
ワ
イ
キ

キ
ビ
ー
チ
。
世
界
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
地

一
》

と
し
て
名
を
馳
せ
る
だ
け
あ
っ
て
、
海

岸
周
辺
は
見
上
げ
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
と

お
土
産
の
店
が
並
ん
で
い
ま
す
。
生
徒

の
み
な
さ
ん
は
、
早
速
水
着
に
着
替
え

て
海
の
中
へ
。
遠
く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ヅ
ド
を
望
み
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に

輝
く
海
で
泳
ぐ
み
な
さ
ん
は
、
ハ
ワ
イ

に
来
た
喜
び
を
体
い
つ
ぱ
い
に
感
じ
て

い
た
よ
う
で
す
。

電
些
剛
岬
賑
い
評
嶽
巍
誌
燕
浄
記
（
制
群

攻
撃
で
沈
ん
だ
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
が
海
中

に
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
そ
の
上
に
慰
霊

の
た
め
の
施
設
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
上
に
立
つ
と
波
間
を
通
し
て
う
っ

す
ら
と
見
え
る
船
体
か
ら
わ
ず
か
に
油

が
浮
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。
撃
沈
さ
れ

た
後
、
約
六
○
年
を
過
ぎ
て
な
お
戦
争

の
悲
惨
さ
を
今
に
伝
え
て
い
る
よ
う
な

思
い
が
し
ま
す
。
さ
ん
ご
し
よ
う

そ
の
後
、
珊
瑚
礁
で
有
名
な
ハ
ナ
ウ

マ
湾
へ
。
入
場
が
有
料
と
な
っ
て
い
る

こ
の
海
岸
は
、
珊
瑚
礁
保
護
の
た
め
の

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
場
所
。
「
一
度

失
っ
た
自
然
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
」
と
、
ボ
ラ

2



カメハメハ…

山の斜面に広がる敷地は､約243万平方メートル。 この中に幼稚園や小・

中・高等学校の校舎、博物館、図書館、寮など約70の建物が建っていま

す。倉|｣立は1887年で、ハワイ人の伝統と文化を受け継ぐ特徴ある教育

に取り組んでいます。

ン
テ
ィ
ア
の
一
人
か
ら
そ
の
活
動
の
大

変
さ
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
み

な
さ
ん
は
珊
瑚
礁
を
ぬ
っ
て
泳
ぐ
色
鮮

や
か
な
魚
た
ち
と
の
出
会
い
を
楽
し
み

な
が
ら
、
こ
の
自
然
を
守
り
伝
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

一
二
扣
州
雌
吋
癖
御
酔
詫
弘
諏
吋
麺
ル

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
へ
の
登
山
。
車
を

し
ゅ
ん

降
り
た
場
所
は
急
峻
な
山
々
に
囲
ま
れ

た
中
で
、
こ
の
山
全
体
が
巨
大
な
火
口

丘
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
登
山
は
こ
の
火
口
底
面
か
ら
始
ま

り
、
約
一
七
○
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
を

登
り
ま
す
。
頂
上
か
ら
は
、
ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ
と
そ
れ
に
連
な
る
高
層
の
ホ
テ

ル
群
が
眼
下
に
広
が
り
絶
景
の
一
言
。

そ
し
て
、
目
を
転
じ
る
と
円
を
描
く
外

輪
が
一
望
で
き
ま
す
。
約
一
五
万
年
前

に
噴
火
し
た
姿
を
今
に
伝
え
る
偉
容
に

接
し
、
悠
久
の
自
然
の
営
み
に

ふ
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
が
カ
メ
ハ

メ
ハ
学
園
が
管
理
す
る
ビ
シ

ョ
ッ
プ
博
物
館
。
こ
の
施
設
は
、

ハ
ワ
イ
を
統
治
し
た
カ
メ
ハ
メ

ハ
王
家
最
後
の
直
系
子
孫
で
あ

る
パ
ウ
ア
ヒ
王
女
の
夫
ビ
シ

ョ
ッ
プ
氏
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
館
内
に
は
ハ
ワ
イ

と
太
平
洋
諸
島
の
文
化
に
関
す

る
美
術
工
芸
品
や
文
献
、
写
真

な
ど
約
二
○
○
万
点
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
み
な
さ

ー

ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
説
明

を
受
け
た
後
、
館
内
中
央
の
ス
テ
ー
ジ

で
本
場
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
見
学

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
学
園
内
に
あ
る
ヘ
リ
テ

イ
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
。
こ
こ
に
は
、
先
の

パ
ウ
ア
ヒ
王
女
と
そ
の
夫
ビ
シ
ョ
ッ
プ

氏
の
生
活
遺
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ウ
ア
ヒ
王
女
は
王
位
継
承
を
辞
退

し
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
を
創
設
し
て
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
力
を
注
い
だ
人

物
。
そ
の
数
多
く
の
業
績
も
合
わ
せ
て

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
内
に
は
コ
ア

と
呼
ば
れ
る
地
元
の
木
材
を
使
っ
た
調

度
類
が
置
か
れ
、
質
素
な
中
に
も
尊
厳

な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
見
る
も
の
の
心

を
引
き
つ
け
ま
す
。

ハ
ワ
イ
と
学
園
の
歴
史
を
学
ん
だ
生

徒
の
み
な
さ
ん
は
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
準
備
。
受
け
入
れ
家

庭
が
ホ
テ
ル
ま
で
迎
え
に
く
る
の
を

待
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
入
り
ま
し
た
。

翌
鍋
罰

し
た
場
所
は
、
ア
カ
ヒ
と
呼
ば
れ
る
食

堂
。
山
の
斜
面
に
並
ん
で
建
つ
学
校
関

係
施
設
の
中
で
も
、
こ
こ
か
ら
の
眺
望

は
絶
景
の
一
言
。
ホ
ノ
ル
ル
の
市
街
地

や
そ
の
周
辺
地
域
が
パ
ノ
ラ
マ
の
景
観

と
な
っ
て
眼
前
に
広
が
り
ま
す
。

授
業
体
験
は
、
四
五
分
の
授
業
が
午

前
・
午
後
合
わ
せ
て
五
つ
。
生
徒
の
み

な
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
日
本
語
ク
ラ
ス

の
生
徒
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
授
業
に
向
か
い
ま
し
た
。
日
本

語
ク
ラ
ス
で
は
、
日
本
人
生
徒
を
中
心

に
グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
、
日
本
語
と
英

語
を
交
じ
え
て
の
交
流
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
出
発
す
る
前
の
事
前
研
修
で

は
、
「
自
分
の
英
語
力
を
試
し
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
で
し

た
が
、
英
語
で
の
矢
継
ぎ
早
の
質
問
に

戸
惑
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
た

ち
を
交
え
て
、
輪
投
げ
や
ョ
－
ョ
－
釣

り
な
ど
日
本
の
遊
び
を
い
っ
し
ょ
に
楽

し
み
な
が
ら
、
授
業
体
験
と
学
校
交
流

の
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

そ
剛
疵
噸
娠
醍
岨
轤
雑
嘩
祉
か
郷

子
の
中
に
も
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見
せ

る
生
徒
の
み
な
さ
ん
。
帰
国
の
途
に
つ

く
機
内
で
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸

に
休
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ー

第8回カメハメハ学園交流事業の

ホストファミリーを募集します。

今年もカメハメハ学園の生徒たち

が高萩市にやってきます。この生徒

たちを自宅に迎え、異文化交流を楽

しんでください。

■期間6月1日(金)～6日(水)ま

での5泊6日。

■募集家庭数20家庭。

■その他ホームステイは､無料でお

願いします。平日は全体行事があり

ますので、生徒たちの昼食はいりま

せん。

●高萩市国際交流協会事務局

ドア． 蔦嫌

いっしょに授業に参加しまた。

石早紀さん(高萩中3年:本町）

カメハメハ学園では､クリッシーさん

(写真左)といっしょに授業に参加しまし

た。日本語クラスのほか数学や社会など

の授業を受けましたが､英語がよく理解

できなくて大変でした｡ホームステイで

は､お父さんのウクレレの伴奏で学園の

生徒にフラダンスを踊ってもらったの

がとても印象的で楽しかったです。(生涯学習課内）冠23 1132
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かな
毎日のために

綴諺を受け面耀篇チェック

健康づくり課B24-2121

全l玉Iの死亡原因については、約6割が生活習慣病（が

ん、心臓病、脳卒中）で占められ、高萩市も同じような

傾向にあります。中でもがんによる死亡割合が一番高い

ため、早期発見に向けて様々な検診が行われています。

がんは早期に発見し、適切な治療を受ければ決して怖い

病気ではありません。検診で体をチェックし、がんから

身を守りましょう。

甸〆

忽、子
宮
が
ん
検
診

一
次
検
査
は
細
胞
診
と
内
診
で
す
。
細
胞

診
と
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
発
生
し
や
す
い
部

分
を
綿
棒
ま
た
は
へ
う
で
こ
す
り
と
っ
て
調

べ
る
検
査
で
す
。
検
査
は
一
瞬
で
終
り
、
痛

み
も
不
快
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
〈
集
団
検
診
：
．

１
０
０
０
円
／
病
院
…
２
，
１
０
０
円
〉

冑
が
ん
検
診

一
次
検
査
は
Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
検
査

で
す
。
バ
リ
ウ
ム
と
発
泡
剤
を
飲
み
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
を
撮
り
ま
す
。
〈
１
，
４
０
０
円
〉

大
腸
が
ん
検
診

一
次
検
査
は
便
潜
血
検
査
で
す
。
少
量
の

便
を
２
日
分
採
取
し
、
薬
品
を
使
っ
て
出
血

反
応
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
検
査
を
受
け
る

人
が
自
分
で
採
取
し
、
決
め
ら
れ
た
容
器
に

入
れ
て
提
出
し
ま
す
。
〈
５
０
０
円
〉

肺
が
ん
検
診

一
次
検
査
は
Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
検
査

で
す
。
ま
た
、
別
歳
以
上
の
人
、
喫
煙
指
数
二

一
）

が
ん
検
診
は
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
集
団
検
診
に
は
、
５
月
中
旬

か
ら
の
子
宮
が
ん
検
診
、
７
月
に
行
わ
れ
る

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
、
７
月
末
か
ら
始
ま
る

肺
が
ん
検
診
、
ま
た
、
市
が
補
助
し
、
随
時

病
院
で
受
け
ら
れ
る
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
診
は
次

の
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
＊
〈
〉
内

は
自
己
負
担
額
。
ま
た
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
病
院
で
受
け
る
場
合
、
受

診
券
を
健
康
づ
く
り
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
．

市
が
行
う
が
ん
検
診
の
種
類
ｖ

／、
こ
れ
ら
の
検
診
事
業
で
す
が
、
最
近
受
診

率
が
一
様
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
乳
が

ん
検
診
の
受
診
率
の
低
下
が
目
立
ち
ま
す
。

日
本
数
×
喫
煙
年
数
）
が
６
０
０
以
上
の
人
、

６
か
月
以
内
に
血
た
ん
の
あ
っ
た
人
な
ど
肺

が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
い
人
や
希
望
者

か
く

は
喀
た
ん
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。
喀
た
ん

検
査
と
は
、
保
存
液
の
入
っ
た
容
器
に
３
日

間
続
け
て
喀
た
ん
を
採
取
し
、
細
胞
を
調
べ

る
検
査
で
す
。
〈
レ
ン
ト
ゲ
ン
…
２
０
０
円
／

喀
た
ん
…
１
，
１
０
０
円
〉

乳
が
ん
検
診

一
次
検
査
は
問
診
と
視
診
、
触
診
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の
Ｘ
線
撮
影
で
す
。
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
乳
房
を
左
右
・
斜
め

に
は
さ
ん
で
Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
撮
影
す

る
検
査
で
す
。
〈
視
触
診
…
９
０
０
円
／
視
触

診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
…
１
８
０
０
円
〉

がん検診対象者の受診率
近
年
の
検
診
状
況

平成12年

14．5％

（1 ，043）

平成10年

21 ．4％

（1 ，524）

平成1 1年

17．8％

（1 ！271）
字冒丙刺

１
１

％
沼
％
帽

０
０
３
３

■
可
ロ
■
９
．

８
２
３
２

１
１
２
く

14．8％

(1 ，71 1）

20．4％

(2,030)

'3．7％

(1 ，584）
胄:がん

Anl1L 1

19． 1％

(1 ,895）
大腸がん

溌記!瀧崩》１
％
四
２
６

■
９
．

９
３
３

肺:がん

１
％
弘
２
４
０
１
２ 16．8％

(1 ，237） ｊ
％
記
６
５

■
〃
ノ
ー
Ｉ
、

７
乳がん

、／＊（ ）内は受診者数
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そ
の
理
由
と
し
て
は
、
昨
年
か
ら
一
次
検

診
の
精
度
向
上
を
め
ざ
し
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
を
導
入
し
た
た
め
、
集
団
検
診
で
は
な

く
病
院
で
し
か
受
診
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
病
院
で
は
随
時
受
診
で

き
、
補
助
（
受
診
券
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

響織雪寶鶏雁く鯉睡
乳がんは近い将来に日本女性の死亡率の1位にな

ると予想されていますが、早期発見さえできれば、

乳がんを治すことは可能です。

乳がんを発見するためには、視触診、超音波（エ

コー)、マンモグラフィー(MMG)などの方法があ

ります。現在、乳がんの手術を受けられる患者さん

のほとんどが自分で“しこり”を見つけて受診され

ますが、残念ながらすべての人が早期というわけで

はありません。なぜなら、 しこりを触れるというの

は立派な症状の一つであるからです｡そのため､我々

はしこりとして触れないうちに腫瘍を見付けたいと

考えています。

それでは、 しこりを触れないで、どうやって乳が

んを見つけられるのでしょう？それには、エコーや

MMG撮影が不可欠で、 しこりとしては触れること

ができない小さながん(5mmほど）も発見すること

ができます。早期がんで見つかると、乳房温存手術

を受けることも可能です。 "MMGは乳房を挟むので

とても痛い”という声をよく聞きます。 しかし、乳

房全体をくまなく撮影するためには乳房の圧迫は必

要で、 この圧迫こそがMMGの命なのです。痛い思

いはしたけれど、そのおかげで腫瘍を発見できた患

者さんも毎年いらっしゃいます。

MMG撮影がこれからの乳がん検診の主流になる

ことは確実です。今年も乳がん検診を受診されるこ

とをお勧めします。

F

Y

I
…

昨年の大腸力yん検診

受付の様子

/、
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
一
次
予
防

（
が
ん
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
生
活
習
慣
に

気
を
付
け
る
こ
と
）
と
二
次
予
防
（
早
期
発

見
・
早
期
治
療
）
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
一

次
予
防
と
し
て
、
「
日
常
生
活
で
が
ん
を
予
防

す
る
新
十
二
か
条
」
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
次
予
防
と
し
て
自

分
の
健
康
を
過
信
せ
ず
、
普
段
か
ら
検
診
を

受
診
し
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う

た
め
、
年
間
を
と
お
し
て
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
も
日
ご
ろ
の
生
活
態
度
に
注
意

す
る
と
と
も
に
、
検
診
を
受
け
て
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
Ｖ

ー

一
Ｊ
与
溌
可
心
を
予
防
す
る
新
十
一
一
秘
窺
－

１
．
毎
日
、
必
ず
、
朝
食
を
食
べ
る
。

２
．
毎
日
、
七
～
八
時
間
く
ら
い
の
睡
眠
を

と
る
。

３
．
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
と
る
。

４
．
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
。

５
．
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期
的
に
週
一
回

以
上
行
う
。

６
．
お
酒
は
、
日
本
酒
な
ら
銚
子
一
本
以
上
、

ビ
ー
ル
な
ら
大
一
本
以
上
は
飲
ま
な
い
。

７
．
一
日
平
均
の
労
働
時
間
は
、
九
時
間
を

超
え
な
い
。

８
．
自
覚
的
な
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
。

９
．
笑
い
の
あ
る
日
常
生
活
を
送
る
。

（
、
叩
〉
申
Ｃ

ｌ
プ
ラ
ス
思
考
で
日
々
を
過
ご
す
。

Ⅲ
、
自
分
の
好
き
な
香
り
の
あ
る
生
活
を
送
る
。

吃
．
自
分
の
好
き
な
音
楽
を
聴
く
習
慣
を
も
つ
。

Ⅱ
月
に
集
団
で
腹
部
超
音
波
検
診
を
予
定

し
て
い
ま
す
（
バ
ス
の
車
中
）
。
こ
の
検
査
で

す
い
臓
や
肝
臓
、
胆
の
う
が
ん
な
ど
の
早
期

し
ゅ
よ
う

発
見
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
腫
瘍
．

結
石
・
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
異
常
も
調
べ
ら
れ

ま
す
。
検
査
は
臓
器
の
断
面
を
画
像
に
し
て

調
べ
る
も
の
で
、
一
人
５
分
か
ら
加
分
程
度

で
終
わ
り
、
痛
み
や
人
体
へ
の
害
は
あ
り
ま

せ
ん
。
腹
部
の
臓
器
は
症
状
が
出
に
く
い
た

め
、
自
覚
症
状
が
で
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
己
負
担
は
１
，
２
０
０
円
で
す
。

｜
壼
掴
腰
一
淫

ー

露
＝一旦一一一一 L--b一一一､一一

めんどうがらずに検診を 自分の健康を過信しないで
蔀蕊……蕊…ず： J 診…苫淳童式露.

数年前、初めて大腸がん

検診を受けたとき、異常が

あることが分かりました。

自覚症状がなかっただけに

ショックでしたが、幸いす

ぐに治療し完治しました。

勤務先などの基本健康診断

だけでなく、大腸がんや胃

がんなど年に一度は細かく

検診を受けて楽しい生活を

送りしましょう。

毎年、乳がん・子宮がん

の検診を受けています。集

団検診の日時に都合がつか

ないことが多いので、病院

で二つ一度に受けていま

す。時間はかかりますが、

自分の都合のよいとき、一

日で終るので便利です。健

康診断を受けていない人

は、市や病院で行う検診を

ぜひ受けてください。

宇佐美忠さん

（安良川）

堀内洋子さん

（下手綱）
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四
月
一
五
日
日
、
下
手
綱
に
あ
る
丹
生
神
社
の
例
祭
で
演

じ
ら
れ
た
「
さ
さ
ら
」
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
昭
和
五

七
年
に
復
活
し
て
以
来
、
二
○
年
目
の
春
を
舞
い
ま
し
た
。

約
六
○
年
振
り
に
復
活
し
た
当
時
を
振
り
返
り
、
そ
の
活

動
の
足
跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

県
内
で
も
珍
し
い
棒
を
操
る
さ
さ
ら

松
岡
小
学
校
の
北
側
に
位
置
す
る
丹
生
神

社
は
、
松
岡
城
城
主
で
水
戸
徳
川
家
の
附
家

老
中
山
氏
の
氏
神
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
初
期
に
は
旧
松
岡
藩
に

住
む
人
々
の
鎮
守
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
神
社
に
伝
わ
る
「
さ
さ
ら
」
の
起
源
は
し
し

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
存
す
る
「
獅
子

頭
」
に
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
年
）
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
当
時
に
は
す
で
に

演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

「
さ
さ
ら
」
は
、
一
般
に
は
「
獅
子
舞
い
」

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
獅
子
は
病
気
や

さ
い
か

災
禍
を
払
う
霊
獣
と
信
じ
ら
れ
、
神
楽
を
は

じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
芸
能
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
伝
わ
る
「
さ

は
や
し

さ
ら
」
は
、
人
が
獅
子
頭
を
被
っ
て
お
嚇
子

に
合
わ
せ
て
踊
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
丹
生
神
社
に
伝
わ
る
「
さ
さ
ら
」
は
、

竹
の
棒
の
先
に
獅
子
頭
を
付
け
、
そ
の
棒
を

操
っ
て
舞
う
独
特
の
も
の
で
「
棒
さ
さ
ら
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ー

⑳
韓
蕊
蕊
善
丹
生
さ
さ
ら

約
六
○
年
振
り
に
復
活

こ
の
「
さ
さ
ら
」
は
、
明
治
時
代
に
一
時

途
絶
え
、
大
正
末
期
に
復
活
し
て
二
年
続
け

て
演
じ
ら
れ
た
の
を
最
後
に
長
く
途
絶
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
一
年
に
な
っ

て
こ
の
獅
子
頭
が
神
社
か
ら
見
つ
か
り
、
同

五
六
年
に
は
、
当
時
の
氏
子
や
若
い
地
域
の

み
な
さ
ん
、
そ
し
て
草
の
根
文
化
の
発
掘
に

取
り
組
ん
で
い
た
青
年
会
議
所
の
会
員
た
ち

が
中
心
に
な
っ
て
復
活
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
獅
子
頭
で
は
抜
け

ぼ
ん
そ
う

落
ち
た
羽
の
調
達
に
奔
走
し
、
お
畷
子
で
は

古
老
の
記
憶
を
頼
り
に
楽
譜
を
記
録
す
る
な

ど
、
六
○
年
近
い
空
白
の
時
間
を
埋
め
て
い

く
作
業
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
昭
和

五
七
年
一
○
月
一
七
日
、
「
丹
生
さ
さ
ら
」

が
約
六
○
年
ぶ
り
に
復
活
。
こ
の
日
は
神
社

始
ま
っ
て
以
来
と
い
う
約
二
千
人
の
観
客
を

集
め
て
、
復
活
奉
納
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
の
絆
を
舞
う

こ
の
「
さ
さ
ら
」
の
演
技
は
、
親
子

三
匹
の
獅
子
が
、
底
抜
け
屋
台
の
中
で

前
後
左
右
に
動
き
回
る
動
作
を
繰
り
返

して行われます。その内容は、親子三匹が活発に踊る場面から始ま

り、次に迷子になった子獅子を二匹の親獅子が激しく動いて探す場面へと続き、第三場では歌が入り、↑

家
族
が
そ
ろ
っ
た
喜
び
を
表
す
楽
し
い

（
〆
）

丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
青
年
部

会
長
矢
野
正
三
さ
ん

（
下
手
綱
）

踊
り
と
な
っ
て
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
間
約
一

○
分
。
こ
の
三
場
面
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
内
容
で
す
が
、
当
初
は
こ
れ
以
降
の

演
技
も
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
．

無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
舞
う
こ

の
三
匹
の
獅
子
で
す
が
、
一
方
で
は
古
来
よ

り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
親
子
の
強
い
絆
を
訴

え
て
い
ま
す
。

◇

復
活
し
た
「
丹
生
さ
さ
ら
」
は
、
二
年
後

の
昭
和
五
九
年
に
は
例
祭
に
加
え
て
元
旦
に

舞
う
「
元
朝
さ
さ
ら
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
科
学
万
博
や
い
ば
ら
き
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
な
ど
に
も
出
演
し
、
高
萩
市
を
代
表

す
る
民
俗
芸
能
と
し
て
披
露
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
五
年
に
は
郷
土

の
貴
重
な
伝
統
文
化
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ

て
守
り
伝
え
る
た
め
、
「
丹
生
神
社
の
棒
さ
さ

ら
」
と
し
て
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

復活への取り組みや毎年の例

祭の準備など、振り返ってみ

ると地域のみなさんに支えら

れての20年間でした。これか

らも郷土の民俗芸能として守

り伝えていきたいと思います。
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新
し
い
委
員
さ
ん
た
ち
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人権擁護委員教育:j#委？ ｝ ﾙ員 ノヘ

大和田絹惠さん(本町）弘中篤子さん(高萩）

子どもたちを地域で温か

く見守る中で親子がともに

学べるような教育環境をつ

くっていきたいと思います。

＊任期は、平成13年4月1日

から4年間です。

他人の人権を思いやり、

その人権を尊重するような

社会づくりのお手伝いをさ

せていただきます。

＊任期は、平成13年4月1日

から3年間です。
蕊溌識ぞ

岡野邦弘さん(上手綱)が､人権擁護委員として再任さ

れました。＊任期は平成13年4月1日から3年間です。公平委員

蚕蕊行政梱談

1,,=、 5月21日(月)～5月27日(日)は－",,,=-","－，”

｜ 春の行政相談週間です。 ｜
i,‘＝‘ﾛﾛ,’,,,,＝＝,,,,,＝＝,,,,,,ﾛロー‘‘,‘,＝‘､ﾛ,,,,,＝＝,,,,,－－，,,,,‘.p‘.p,,,‘,＝＝,,,,,＝‘､ﾛ,‘ロ

行政相談委員は、役所･JR･NTT･公庫など

が行っている仕事についての要望や苦情を聴いて、

その問題解決のために助力する仕事をしています。
本市では毎月第2．4木曜日の午後1時から3時

まで市役所に定例相談所を開設していますが、相談

委員の自宅でも相談できます。州職|撫料で鵬|撒守されます，

○茨城行政評価事務所 召029-221-3347

○市役所秘書課 B23-7320

ー

十 』統計功績者総務大臣表彰( ■ Ⅱ

蕊
れました｡｢みなさんの協力をいただきながらここまで

やってこれたと思います」 と渡辺さん。 ー

一
四

二一一一一一』二一一一一手罐

アイテイ

孟雛洞鴎砿…惚山迩工講駕憲姦蕊議し孟絃んな。
インフォメーション テケノロジー

IT (InfOrmationTechnology:情報通信技術）講習会について
は、先月チラシにより受講生の募集を行ったところですが、一部の

講座についてまだ定員に達していないものがありますので、追加募

集を行います。

詳しくは、生涯学習課(B23-1132)、中央公民館(523-1125)、

松岡地区公民館(B24-0424) までお問い合わせください。

ぐ中央公民館で開かれた| T講習会のための指導者研修会/4月20B(金）

回仕事を持っているので平日の昼間だとなかな

か時間がとれません。

四「土日コース」や平日でも「夜間の部」を設けて

いますのでこれらの時間帯をご利用ください。

回講習会ではどのようなことを学ぶのでしょうか。

四パソコンでインターネットに親しんでいただ

画高齢者でも受講できますか。

四受講生の理解度に合わせて講師陣が分かりやす

く指導しますので、安心して受講してください。

回全くの未経験者でも参加できますか。

四初心者向けの講習会ですので、未経験者は大歓

迎です。專用のテキストで初めての人でも楽しみな

がら学習できる環境を整えています。

■
町
■
Ⅱ
Ｒ
則
叩
叩
叩
Ⅲ
汀
講
習
会
Ｑ
＆
Ａ

日
Ⅱ
日
日
■
日
日
Ⅱ

二

一

日

｜

｜

くために必要な技術を習得していただきます．
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・市政案内旧曜当番医など)テレフォンサービス

召23－1151，23－1152

●火災･災害情報案内B24-0019

都市近郊の生物を絵や写真に収めた

｢ニューヨークのワイルドライフ」
ももじ を発刊

松本百司さん
（上手綱出身ｱﾒﾘｶ合衆国ﾆｭｰﾖｰｸ市在住）

…鍵増隷蕊挙…錘…藍 弗謬…罰 …尚認裂鶏濡鷺鞠………鐸…鍵轟 謡… 苫誇蕊 ……讃

自然の中の野生生物を精徹にとらえて表現するワ

イルドライフ・アートに取り組んでいる松本さん。

その活躍は単に絵画にとどまるこ

瀞
となく、野馬の写真家としても定

評があります。今回出版したこの

本には、自ら描き撮影した103種

となく、野馬の写真家としても定

評があります。今回出版したこの

本には、自ら描き撮影した103種

…
蕊

の生物がとり上げられ、それらに

対する想いもつづられています。

I

：

日ごろの練習の成果を披露

蕊鐡感蟻鴬騨蕊蕊蕊蕊韓議 4月22日（日） 懲
蕊
蕊
津
蕊
羅
籍
驚
蕊
驚
醗
蕊
篭
灘
鴬
蕊
騒
繋
潔
灘
蕊
鍵
緊
蕊
議
蕊
蟻
嫌
蕊
蕊
蕊
蕊
繩
蕊
蕊
蕊
蕊
鍔
蟻
瀞
零
驚
灘
蕊
蕊
蕊
篭
蕪
蕊
蕊
溌
蕊
鶴
騨
簿
蕊
蕊
驚
蕊
羅
辮
誘
灘
織
欝
蕊
篭
蕊
隷
憲
潔
蕊
簿
蕊
蕊
蕊
慈
蕊
謎
蓮
農
溺
蕊
蕊
患
騨
驚
蕊
篭
驚
蕊
驚
蕊
蕊
蕊
繍
撚
灘
灘
驚
灘
溌
蕊
職
馨
蒸
熟
蕊
驚
鑿
驚
蕊
蕊
蕊
鍛
蕊
篭
蕊
慧
鳶
議
譲
蕊
群
驚
蕊

ユーヨークやその周辺で営ま文化会館で開かれたこの演奏会では､｢オリエン

l､急行」や「仮面舞踏会」など8曲を披露。会場

に集まった約500人のみなさんは､木管や金管楽器

の奏でる快いハーモニーを楽しんでいました。

れている生物たちの生活をとりあ

げました」と松本さん。

‐

カラオケや踊りを楽しむ

鑛亀園
恒例のこの発表会には会員

など約100人が出場し､自慢の

歌や踊りを披露しました。ま

た、ゲスト出演の秋山涼子さ

んの歌や抽選会もあり、会場

に集まったみなさんは1日を

楽しく過ごしました。

林を通る風
けやき ､

ケヤキ平に林立する棒群｡せせらぎが快い彗i

きを残す大地の上に伸びる木立ちは、風を受；

けて緩やかにその体を揺らします。

許…… ……

｛
》

一日郵便局長が花のプレゼント

鶴蕊露鼠で郵嘩蕊騨難蕊識 4月23日(月

4月20日の第68回郵政記念日を記念して開かれ

たこの行事では、式典に続いて一日郵便局長の柏

義夫さん(師)が、来局したみなさんへ花のプレゼ

ントや職場巡視などを行いました。

9時～午後6時30分
一

艤灘騨鱸 鳶職 新
。
｜
年
生
へ

▼所長の森嶋中史さんから寄贈の目録を受け取る細金教育長。

…

灘灘瀞#嫌〃身蹴
1

！
1

Ｉ

｜ ｛
I

癖

みよし高萩手綱店ギャラリー B22-3993



◎まちの情報をお寄せください。
し市役所秘書課召23－7320

FAX24-4653

み
ん
な
の
ひ
ろ

吟…鍋撚蔦織繰ｳ職辮爵静辮…f簿 …… 繩も識 黛剃認￥職

蕊 テングス病にかかった桜の枝を切り落とす

高萩蕊溌みど”套趨睡蕊朝$月27日(火)＝
（財)日本さくらの会が定めた「さくらの日」

に合わせて行われたこの活動には、 42人の会

員が参加。会場の花貫さくら公園に集まった

みなさんは、道具を持ち寄りテングス病にか

かった桜の枝を切り落としました。

赤浜海岸のペットボトルや空き缶を回収

感懲鯵綴錨嘩歌遥掃活鋤3月'0日(土）
これは地域の環境保全の活動の一つとして同

工場の社員が参加して取り組んだもので、当日

は赤浜海岸の清掃を行いました。回収したごみ

には、ペットボトルや空き缶のほか、家具やタ

イヤなどもありました。

幻想的な姿で夜空を彩る

ご 』

|蝋篭脅 ’篭綴りﾗｲf燕驚蕊と蕊見会 4月2旧(土）

県の天然記念物に指定されているこの山桜を、開花時期の夜

も楽しんでもらおうと始まったこのライトアップも今年で3年

目。市内外から連日訪れる多くの見物客でにぎわう中、 この日

は地元のみなさんが主催して花見会が行われました。

猟場周辺のごみを回収

鱗蕊難笈鑑蕊諏清掃蕊3月24日(土)i
毎年恒例のこの活動には、会員など20人が参

加。みなさんはそれぞれグループに分かれて猟

場を中心に花員ダム周辺の国道461号沿いや大

能地区の広域農道沿いなどに捨てられた空き缶

やごみを拾い集めました。

ー

厩電源懸鶴I
露一一N■苞醗

蟻鑓

驚鍵灘燕？球

墨

親子そろって交通ルールを学ぶ夫婦や親子で入賞

織蕊騨畷艤蕊蕊鐵4月'旧（水）
同校に入学した98人の新入学児童を対象

に開かれたこの教室では、腹話術による交

通安全の心構えや模擬コースを使って横断

歩道の渡り方などを学びました。校庭に作

られた模擬コースでは、お母さんたちが横

断旗を持って見守る中、手を上げて元気に

渡る子どもたちの姿が見られました。

嫌蕊蕊蕊鱗鰯蕊灘溌鐡溌蕊舗
入賞したのは、写真を愛好する光影塾

のみなさんで､国分宣行さん(写輔肪下荊)、

和田好平さん(同紳佑憩111)とその奥様の勝

子さん|ﾛ師l5)、蛭田裕之さん(ﾛ脚|IE:加町）

とお子さんの直大さん{写鄭uの5人。 「被

写体としての自然に接した時に感動があ

るのが魅力です」と和田勝子さん。
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２
ｍ
の
穴
に
挿
入
し
、
お
腹
の
中

し
な
が
ら
、
体
外
か
ら
お
腹
の
中

の
操
作
（
手
術
）
を
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
方
法
の
利
点
は
、
の
手

術
の
傷
が
小
さ
く
、
痛
み
が
少
な

い
、
ま
た
、
美
容
的
に
も
優
れ
て

い
る
、
②
術
後
の
食
事
摂
取
が
早

い
、
③
手
術
後
の
離
床
言
Ｆ
奮
蕊

も
し
あ
な
た
が
「
大
腸
が
ん
で
あ
り
、

手
術
が
必
要
で
す
」
と
医
師
に
告
げ
ら
れ

た
時
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
「
あ
あ
、

つ
い
に
切
腹
か
」
・
確
か
に
数
年
前
ま
で
は
、
三
が
凸
電
津
守

縣
謙
畦
鮴
糾
鯆
縦
噺
禰

轌
か
ノ
、
塵
イ
、
南
７
主
ロ
●

よ

う

潔
溌
舞
靹
琉
灘
嬬
騰
剛

鏡
と
い
う
内
視
鏡
を
お
腹
に
あ
け
た
１
～
腱

２
ｍ
の
穴
に
挿
入
し
、
お
腹
の
中
を
確
認

(株)シンニツタン （上手綱）
さと’

大友聡さん（高浜町） シ
リ
ー
ズ

Q.会社について教えて

ください。

A･従業員は220人、自

動車や建設機械の心臓

部であるエンジンや足

廻りの部品を製造して

います。

Q. どのような仕事をさ

れていますか？

A. 「型うち」という作業

を担当しています。

企
業
と
若
人

i ｢新い

劇欝
吠腸がん手術」

灘
1,200度まで熱せられた鉄を、3,000トンのプレス機

を用いて圧力をかけ、金型で成形しています。

Q,仕事上で注意していることをお聞かせください。

A.安全作業を常に心がけています｡高熱の鉄を大きな

プレス機械の下で扱いますが､決められた作業をすれ

垂
冨
易
壹
篁
が
早
い
、
㈱
入
院
期
間
が
短

く
、
社
会
復
帰
も
早
い
、
な
ど
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
方
法
に
も
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
①
手
術
時
間
が
長
く
な
る
、
②

腹
腔
鏡
手
術
に
慣
れ
た
医
師
に
し
か
で
き

な
い
、
③
手
術
の
適
応
が
限
ら
れ
る
と
い

っ
た
点
で
す
。
特
に
、
手
術
の
適
応
に
関

し
て
は
厳
密
で
、
腹
腔
鏡
手
術
を
施
行
さ

れ
て
い
る
症
例
の
大
半
は
早
期
の
が
ん
で

す
。
い
わ
ゆ
る
、
大
腸
が
ん
の
症
状
（
腹

由
撚
痛
血
便
下
血
吐
き
気
な
ど
）

②
鋤
”
が
現
れ
る
こ
ろ
に
は
、
多
く
は
進

玉
熟
》
螺
罪蕊
郡
雛
雌
縣
縛
瀞
騨

Ｆ
”
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

恐
斡
Ｆ
に
は
定
期
的
な
検
診
を
お
勧
め
し

斯
蕊
ま
す
。

（
》 ば安全です｡作業に集中

できるよう普段から体調

には注意しています。

Q.作業に集中する秘訣は？

A.休みの時にはサッカー

をしたり、仕事の合間の

休憩では思いきりリラッ

クスをすることです。気

させることで、作業に集中持ちの切り替えをはっきりさせることで、作業に集中

できます。

Q. これからの目標をお願いします。

A.後輩を育成し会社に貢献できるよう、より高度な技

術を早く覚えていきたいと思います。

清
流
の
郷
花
員
物
産
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

４
月
四
日
（
月
）

花
鬘
直
売
所
に
代
わ
る
農
業
振
興
の
中

心
施
設
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

同
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
地
元
の
み
な
さ
ん

な
ど
関
係
者
約
１
３
０
人
が
参
加
。
祝
賀

会
で
は
、
実
際
に
販
売
さ
れ
る
常
陸
そ
ば

を
使
っ
た
そ
ば
な
ど
が
み
な
さ
ん
に
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
．
”
Ｊ

〆

ﾄー

福
島
県
で
少
年
ス
キ
ー
教
室

３
月
配
日
（
月
）
～
幻
日
（
火
）

、
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
会
場

に
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
に
は
、
↑
小
学
５
．

６
年
生
と
中
学
生
の
み
な
さ
ん
弱
人
が
参

加
し
ま
し
た
．
慣
れ
な
い
ス
キ
ー
の
板
に

足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
や
指
導
員
の
先
生

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ゲ
レ
ン
デ
を
滑

り
降
り
て
い
ま
し
た
。
ゞ

入
学
式
で
ラ
ン
ド
セ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト

４
月
７
日
（
土
）

市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
３
１
７
人

の
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
ラ
ン
ド
セ
ル
が

贈
ら
れ
ま
し
た
．
高
萩
小
学
校
入
学
式
で

は
「
学
校
ま
で
の
坂
道
に
負
け
な
い
強
い
心

と
丈
夫
な
か
ら
だ
を
作
る
よ
う
に
」
と
の
五

島
光
治
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
、
細
金
教
育
長
か
ら
各
ク
ラ
ス
の
代
表

者
に
ラ
ン
ド
セ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

ア…

雪'…て
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{子供映画詞6月9日li114:30~
「ミッキーマウスとゆかいな仲間たち」

「とべないホタル」

鯲溺蕊5月19日|土'14:30～
｢おたまじゃくし」 「かえる」

「えんばん」 「やじるし」

最近よく読まれている本

天国への階段I上■要下 白川 道著 幻冬舎

模倣犯f?≦玉．｡Fo ffi？ ≦ ■ ：宮部みゆき著 小学館

血脈j土T鳥甜母諦:JJ､ ､F■ Tom■佐藤愛子著 文芸春秋
話を職沁蕊遡圃燕‘”玩読ラン"ビーズ著主婦の友社
金織ぢ蕊営認貧…ぷJ切澄ﾄ碑ﾖｻｷ著筑摩書房
"箇原蒙勵熟蕊蕊溌溌蕊毎F増原"浪純熱新潮社
J由畷ぷ鴬競蕊慰溌溌溌織■津阜溌冠披鐵f講談社
謡与蕊麟蕊騨蕊蕊溌輝舞雄”孟蝿”ヅ蕊;扶桑社
ポ罫ば継域燕晦錨掘憩灯蛎溌｡ ■？■操嶽ﾊべｽﾄｾﾗｰズ
グﾗiﾄ窟ふがf瑠溌溺斑母〃飯島『愛著〃小学館

図＝龍
へ

行こう′
恋23-7174､

蜘鐡蝉蕊
5月26日(土） 14:30～

絵本「べろだしぽうや」

紙芝居 「ムーミンとヘンシンマン」

パネルシアター 「金のおの銀のおの」

6月13日（水） 14:30～

絵本 「こなやのむすめとふしぎなこびと」

紙芝居 「いものきょうだい」

パネルシアター 「あいうえ王子」

溢睦溌製蕊瀧

図書館カレンダー●は休み

緯日月火水木霊土’ 2…

嚢
5 6
13

月20

27

謹月火水木壷±1 2

謹撫
63

10

月17

24

インターネットをご利用ください

図書館では無料でインターネットサー

スをしています。ご利用ください。

利用時間: 1人1日1回30分以内。

対 象：図書館利用登録者。

ボイス／・、

i"UO1Ce直=裁遥今月 の

小野由勝さん（石滝）

歴史の本を読むのに興味があり図書館を利用して

いますが、今日は写真が美しい雑誌「サライ」を借

りました｡眺めるだけでリフレッシュできそうです。

ー

鍔ご鷺殿亭織蕊ik"鍛齢締霞緬撚職織箪織鍵,…篭蕊… :灘灘謬鍵鰍蕊燕驚

や
地
理
の
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
天
象
管
間
紗
』
は
安
永
三
年
二

七
七
四
年
）
、
赤
水
五
八
歳
の
時
に
刊

行
さ
れ
た
本
で
す
．
初
心
者
用
の
天

文
指
南
書
で
、
江
、
戸
中
期
の
天
文
学

い
ぐ
ち
つ
れ
の
り

者
井
ロ
常
範
著
「
運
気
暦
術
天
文

図
解
」
巻
一
を
参
考
に
作
ら
れ
ま
し
た
．

『
天
象
管
悶
紗
」
で
使
わ
教
て
い
るに

星
座
名
は
、
中
国
で
考
案
さ
れ
た
「
’
一

じ
ゅ
う
は
っ
し
ゆ
く

十
八
宿
」
と
呼
ぱ
放
る
も
の
で
す
．

こ
の
こ
と
か
ら
、
赤
水
が
学
ん
だ
天

文
学
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

赤
水
は
、
こ
の
本
の
大
き
さ
を

地
理
学
者
と
し
て
の
印
象
が
強
い

赤
水
で
す
が
、
ま
ず
儒
学
者
と
し
て

中
国
の
学
問
を
修
め
た
後
に
、
天
文

＃
一

§
謙
遜
鰹
鞭
葱
辱
鶏
鮴
域
謬
噺
悲
錆
螂
勧
夢
辱
翰
謹
聴
鍔
ｖ
跨
懲
顎
押
砕
惑
嘩
碑
趣
鱗
噸
鍵
群
織
懸

胴
象
誇
愚
諏
奔
識
寧
謂
鐸
掛
懸
瀞

第2分団（有明町）に消防ポ

ンプ自動車を配置。

■滝獅設職職ｩ乳＆”(火)f・鱒り農した｡:職舜脅
簿
驚
鴬
腎
駕
罵
嶬
篭
電
熱
》
懲
鋳
醗
熱
蕊
灘
議
灘
繁

と
め
る
な
ど
、
使
い
や
す
さ
に
気
を

配
り
ま
し
た
．
赤
水
の
優
救
た
編
集

能
力
の
ほ
ど
が
伺
え
ま
す
。

一
三
ｍ
×
一
八
ｍ
ほ
ど
の
小
型
に

し
、
序
文
の
後
に
回
転
式
の
星
座
早

見
盤
を
つ
け
、
本
文
は
一
七
頁
に
ま

ー

赤
水
が
書
い
た

て
ん
し
よ
う
か
ん
き
し
ょ
う

『
天
象
管
闘
紗
』

『天象管閖紗」についている
星座早見盤 ｜秋山下コミュニティ消防センター｜

L("7分団請所)が完成。 」
一

詫式琴謬雄議 …>､為蓉ざ噂織参，~蓄零予言繕う譲力《ま…

萩市市民憲章
吉
向

昭和49年制定
熊
鐵
鳶
：
菖
感
§
懲
籍
鍾
鐵

: 1. 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

: 1. きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

4 1.礼儀を正しく、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

; 1.元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

: 1.思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

罰Ⅷmb 凸■●叩 HLⅧnW1L“● bⅧ1ⅧI11b ●●■q bⅧⅦluLW‘●らゆⅡⅦL1Ⅶ11ⅦL ◆◆◆ 1Ⅷ1mⅧb1, ･●●‘Lい1Ⅲ1mⅥ ●●旬､ 1ⅦⅧ1Ⅶ1b ●“ⅡbⅥ1Ⅶ1Ⅷ11 ●●● ‘ ⅥⅧⅧMq ●●●,､L lⅧ1ⅧIL ●●●‘qLlL1ⅧIⅧ守り* 1L叫Ⅷ！

ふじひろ

小川藤弘さん（下手綱）

1歳未満の赤ちゃんを募集しこのコーナーに登場する

ています。秘書課（恋23-732()） までご連絡ください
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障
害
者
住
宅
整
備
資
金

障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
４

級
ま
で
。
ま
た
療
育
手
帳
の
④
。
Ａ
）
、
ま

た
は
、
そ
の
障
害
者
と
同
居
す
る
世
帯
の
み

な
さ
ん
が
、
障
害
者
の
專
用
居
室
な
ど
を
増

一
富
Ｉ
集
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
－

親
署
健
康
徳
操
教
襄
の
蕊
請
書

▼
日
時
６
月
旧
日
（
月
）
か
ら
盟
日
（
金
）
の

５
日
間
、
午
前
９
時
釦
分
か
ら
川
時
釦
分
。

▼
会
場
市
民
体
育
館
．
▼
対
象
満
３
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
子
と
親
。
▼
募
集
人
員

卯
組
印
人
。
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
．
▼
参
加
費
１
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
※
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
．
▼
申
込
参
加
費

を
添
え
て
、
５
月
塑
日
（
火
）
か
ら
６
月
１
日

（
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
．
▼
問
合
せ

市
民
体
育
館
（
羽
）
２
５
５
２
／
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
四
）
７
０
３
６

暮らし 役立つに貸
付
制
度
の
利
閑
書

宅 便酉冠
蔭警設伊謬呼魯嘩『伊辱●鯵鯵摩謬等零曾 鞍謬零騒響縁紗凄辱‘嬬嘩鯵●零季僻繰雷零挙鱈静学辱●霧や嘩静季守呼牟念審傘や琴零蒔や繕鍵拶零争讐醇牛舎啄争ザ等炉●

第
叫
回
高
萩
市
中
・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
を
、
８
月
７
日
（
火
）
か
ら
９
日

（
木
）
ま
で
の
２
泊
３
日
で
実
施
し
ま
す
．
あ

な
た
も
そ
の
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
せ

ん
か
．
▼
活
動
日
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下

旬
の
毎
週
１
回
。
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
。
▼
募
集
人
員
市
内
に
居
住
ま
た
は

通
学
し
て
い
る
高
校
生
別
人
．
▼
参
加
費

２
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
▼
締
切
り
５
月
妬
日

（
金
）
。
＊
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

築
や
改
築
、
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
．
▼
貸
付
限

度
額
２
２
６
万
４
千
円
．
▼
貸
付
件
数

２
件
．
▼
貸
付
利
率
年
２
．
６
パ
ー
セ
ン

ト
。
▼
償
還
期
限
加
年
以
内
（
う
ち
２
年

据
え
苣
き
）
．
▼
償
還
方
法
元
利
均
等
月

賦
、
ま
た
は
半
年
賦
償
還
。
▼
保
証
人
連

帯
保
証
人
２
人
。
▼
締
切
り
６
月
四
日

（
金
）
ま
で
．
▼
問
合
せ
福
祉
事
務
所
（
調
）

７
０
３
０

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

帥
歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居
す
る
人
や
こ

れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人
で
、
高
齢
者

の
專
用
居
室
な
ど
を
、
増
築
や
改
築
、
改
造

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
．

▼
貸
付
限
度
額
２
２
６
万
４
千
円
。
▼
貸

付
利
率
年
２
．
０
パ
ー
セ
ン
ト
．
▼
償
還

期
限
佃
年
以
内
．
▼
償
還
方
法
元
利
均

等
月
賦
償
還
．
▼
保
証
人
連
帯
保
証
人
２

人
。
▼
締
切
り
６
月
四
日
（
金
）
ま
で
。

▼
問
合
せ
高
齢
福
祉
課
（
座
）
Ｏ
Ｏ
８
０

中
・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
グ
ー
ル
の
実
行
委
員

ー

零、 勢， 鯲鯵紗榊鯵鍔傘鯵鯵酔辱警,、 鯵蒙騨癖鐸 妙勝紗綴醗鮮鮮綴 職
緋鯵鰐’& 談覇解葡‘ 鯵¥ 尋 蒔伊鰕歓”●峰

鰯

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
▼
日
時
５
月
哩
日
（
火
）
午

前
伯
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
会
場
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
▼
内
容
人
権
侵
害
や

金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
扶
養
、
結
婚
・

離
婚
問
題
、
近
隣
関
係
な
ど
．
▼
相
談
員

市
内
の
人
権
擁
讓
委
員
と
水
戸
地
方
法
務
局

一
お
知
ら
せ
一

県
が
主
催
す
る
こ
の
講
座
は
、
テ
キ
ス
ト

で
学
ぶ
通
信
制
で
、
家
庭
で
学
習
で
き
ま
す
。

内
容
は
、
く
ら
し
の
中
の
契
約
を
め
ぐ
る
諸

問
題
、
衣
食
住
・
物
価
の
墓
礎
知
識
、
環
境

問
題
、
消
費
者
問
題
の
皇
礎
な
ど
で
す
。

▼
学
習
期
間
７
月
か
ら
９
月
ま
で
。
▼
募

集
人
員
４
０
０
人
。
▼
受
講
資
格
県
内

居
住
の
旧
歳
以
上
の
人
。
▼
受
講
料
無
料

（
た
だ
し
、
提
出
課
題
の
郵
送
料
は
受
講
生
負

担
）
。
▼
申
込
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
、

｜
唖
３
１
８
８
５
１
１
高
萩
市
本
町
１
，

１
０
０
，
１
高
萩
市
役
所
商
工
観
光
課
宛

▼
募
集
期
間
５
月
７
日
（
月
）
か
ら
訓
日

（
木
）
ま
で
。
▼
問
合
せ
商
工
観
光
課
（
四
）

７
３
１
６

す
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
四
）
８
３
４
１

無
料
の
人
権
椙
談

「
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

養
威
講
座
』
受
講
生

（
》

醗箪辱琴鯵僻辱争伊や参辱縁霧霧捗鯵響零 辱鯵雰拳夢辱噂紗伊争酔眼鯵嘩摩瞭診謬勢藤 鰐や察僻紗●呼鮮舎鞭●砂密辱鯵辱鯵鮮霧鯵●轡鯵魯鯵や密●●妙でや

た
「
国
民
健
康
保

険
証
」
の
発
行
を

市
民
課
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
市
民

課
（
四
）
２
１
１
６

市
罵
課
鰯
蕊
け
憾
け
事
務
が

増
え
ま
し
た

市
民
課
の
受
け
付
け
事
務
な
ど
が
４
月
か

ら
増
え
ま
し
た
。
従
来
行
っ
て
き
た
住
民
票

の
発
行
や
戸
籍
の
届
け
の
受
け
付
け
な
ど
に

加
え
て
、
福
祉
聿
務
所
で
行
っ
て
い
た
児
菫

手
当
・
児
菫
扶
養
手
当
・
特
別
児
菫
扶
養
手

当
の
受
け
付
け
と
保
険
年
金
課
で
行
っ
て
い

イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
ス
ズ
メ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
が
駆
除
を
行
い
ま
す
。

狩
猟
期
（
Ⅲ
月
旧
日
か
ら
２
月
旧
日
ま
で
）
以

外
で
被
害
を
受
け
た
農
家
な
ど
か
ら
、
被
害

届
け
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
つ
ど
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
．
駆
除
に
は
銃
器
を
使
用
し
§

山
林
や
田
畑
、
牧
場
へ
立
ち
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．
駆
除
期
間
中
に
入
山
す
る
人
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
農
林
課
（
四
）
７
０
３
５

日
立
支
局
の
職
員
．
▼
申
込
当
日
、
到
着

順
．
▼
問
合
せ
市
民
課
（
羽
）
２
１
１
６

盲
書
鳥
獣
を
駆
除
し
ま
す

12
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二
二
二
一
三
一
三
一
一
三
一
二
二
三
一
二
一
三
二
一
二
一
一
二
二
三
一
弓
一
二
一
Ｆ
一
三
一
二
身
一
二
一
三
一
】
三
一
二
一
三
二
二
三
三
一
二
蚤
三
一
二
一
三
二
』
二
一
二
二
二
二
二
二
二
写
・
三
一
三
一
二
画
】
三
一
二
一
二
三
一
三
一
二
一
三
三
一
一
一
三
一
三
一
三
』
一
二
一
三
二
一
三
一
三
一
三
一
二
一
三
一
『
三
一
二
】
二
三

平
成
旧
年
４
月
１
日
以
降
に
発
注
す
る
予

定
価
格
２
５
０
万
円
を
超
え
る
公
共
工
事
に

つ
い
て
、
閲
鬘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
発
注
の
見
通
し
に
つ
い
て
工
事
の
名
称
、

場
所
、
期
間
、
種
別
、
概
要
／
入
札
お
よ
び

契
約
の
方
法
／
入
札
時
期
／
そ
の
他
。
▼
入

札
お
よ
び
契
約
の
過
程
・
内
容
に
つ
い
て

競
争
参
加
者
資
格
者
名
簿
（
６
月
に
公
表
予

定
）
／
指
名
皇
準
、
指
名
業
者
名
、
指
名
理

由
（
入
札
執
行
後
に
公
表
）
／
入
札
者
名
、

入
札
金
額
、
落
札
者
名
、
落
札
金
額
（
入
札

公
共
工
事
に
つ
い
て

閲
覧
で
き
ま
す

鰯鎚塞筋鍔漫鐵圃 I鯲譜群I ＝一

一

一

昭和54年度から国土調査法に星づいて行っている地籍調

苣は、今年度、福平［Ⅱ］地区に入ります。この調苣は、－

菫ごとの土地について、所在や地番、地目、面橦、所有者を

明確にするために行うもので、境界の杭（杭が打てない場合
びょう

はプレート、鋲、マーク）を確認します。調査にあたっては、

個人の所有地に立ち入ることになりますので、ご協力をお願

いします。なお、対象区域の地元説明会を5月下旬から6月

上旬に予定しています。惨地籍調査の福平［Ⅱ］地区地図

に示す大字福平の－部。惨境界の杭の意味く黄色の杭＞市

道や晨道、水路などの長狭物／＜赤色の杭＞個人の境界／＜

吉色の杭＞測臺のための呈準点。※杭を抜いたり、他に移し

たりしないでください。伝問合せ農林課(23)7035

『『､ 『f， 冊『

岬
星
を
見
る
会

FW 酋
F1 『F 蕨 ご時 鴫．

』且

執
行
後
に
公
表
）
／
契
約
業
者
名
、
契
約
金

額
（
契
約
締
結
後
に
公
表
）
／
そ
の
他
。
▼
閲

覧
場
所
財
政
課
管
財
係
．
▼
問
合
せ
財

政
課
（
四
）
２
１
１
３

か
に
座
・
し
し
座
・
お
と
め
座
な
ど
の
舂

の
星
座
を
な
が
め
ま
し
ょ
う
。
▼
日
時
５

月
幻
日
（
日
）
午
後
７
時
鋤
分
か
ら
９
時
ま

で
。
＊
雨
天
臺
天
の
場
合
は
中
止
．
開
催

態
度
決
定
は
当
日
午
後
６
時
．
▼
会
場
森

林
公
園
。
▼
問
合
せ
歴
史
民
俗
資
料
館

（
羽
）
７
２
２
９＃蕊溌蕊熱溌

押
刀
今
４
１
】
》
蕩
竺
琴

‐
も
や
馴
野

;5号
帥､ -..

＝

ー

三

二

＝

二

二

二

＝

＝

堂

二

三

三

二

要

望

ニ

ニ

ニ

ー

ー

二

二

二

二

＝

二

二

＝I

彰さ､ミ

蕊
←

堂

屋号竺壹言号苧PP FL Ffff矛F 腰『ずが伊印 Fぞ『 言 言二 夢全軍与奪P等『・ P、 砂 FFザ 蒔毎圭告 里 二

第
幻
回
楽
し
く
遊
ぼ
う

み
ん
な
の
広
場

▼
日
時
５
月
加
日
（
日
）
午
前
旧
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
．
▼
会
場
森
林
公
園
。
＊
小

雨
決
行
／
荒
天
時
は
市
民
体
育
館
・
中
央
公

民
館
。
▼
内
容
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
弁
慶
号
／
乗
馬

／
木
工
工
作
／
無
線
の
交
信
な
ど
。
▼
問
合

せ
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
実
行
委

員
会
／
生
涯
学
習
課
内
（
羽
）
１
１
３
２

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
を

一
部
補
助
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
設
す
る
人
、
汲
み

取
り
ト
イ
レ
や
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
付
け
替
え
る
人
に
設
置
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
▼
補
助
の
対
象
者

下
水
道
全
体
計
画
区
域
外
の
專
用
住
宅
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
。
▼
補
助
金

の
限
度
額
５
人
槽
：
３
５
４
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

／
７
人
槽
４
１
１
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
／
川
人
槽

５
１
９
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
＊
設
置
す
る
浄
化
槽
の

規
模
に
よ
り
補
助
額
が
異
な
り
ま
す
。
▼
問

合
せ
生
活
環
境
課
（
四
）
７
０
３
１

森
林
は
、
木
材
生
産
や
水
資
源
を
言
う
な

ど
、
大
切
な
資
源
で
す
．
し
か
し
、
松
く
い

虫
に
よ
っ
て
松
が
枯
れ
、
松
林
が
減
少
し
森

林
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
．
こ
の
た

め
、
松
林
を
松
く
い
虫
か
ら
守
る
薬
剤
の
地

上
散
布
を
行
い
ま
す
。
▼
期
間
６
月
上
旬

松
く
い
虫
防
除
薬
剤
を

地
上
散
布
し
ま
す

ー

壹辱幸令捗委酋密母『 F や鈩靜昨曾置②邸争伊印鈩寺伊F 手穿浄辱彦浄伊酔砕唖命呼守寺冠審f＝ 昏胄 苧二号
二
Ｌ

か
ら
中
旬
．
＊
雨
天
や
風
速
３
メ
ー
ト
ル
以

上
の
と
き
は
行
い
ま
せ
ん
．
▼
時
間
午
前

４
時
か
ら
９
時
ご
ろ
ま
で
。
▼
場
所
森
林

公
園
周
辺
、
高
戸
地
区
の
民
有
林
。
▼
問
合

せ
農
林
課
（
四
）
７
０
３
５

介
護
保
険
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
、
１
か
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
額
（
同

じ
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合
は
世

帯
の
合
計
額
）
が
一
定
額
を
超
え
る
と
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
．
該
当
者
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
月

か
ら
３
か
月
後
に
申
請
書
な
ど
を
送
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
．

＊
利
用
者
負
担
の
う
ち
、
在
宅
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
の
自
己
負
担

分
と
保
険
給
付
以
外
の
日
常
生
活
費
な
ど

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
高
齢
福
祉
課
（
塑
）
Ｏ
Ｏ
８
０

利用者の負担上限額 高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

給
付
の
串
請

(世帯合計）

貝

尚

血

無

＃

一般世帯 37,200円

1
巻 ＝

世帯全員が住民税

非課税
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撚灘溌
争も萱

≦雲.謡
』 蔑

一野暮凸

福島県･大将旗山ハイキング

冊,参加者募集

日時5月27日(日)磯原駅午前7時出発。

会費6,500円(小学生以下は半額)。

申込参加申込書に記入し、会費と

いっしょに郵送または持参。

●北茨城市民講師会沢龍次さん

面42－6214

自動車税は

(〈 ■ 5月3旧|木1までに納めましょう！
~鱒 :．＃, 、 ．

自動車税は､4月1日現在の所有者

（登録名義人）に課税されます。納税

通知書を5月上旬に送付しますので、

5月31日までに納めてください。な

お､身体障害者等の人で一定の条件に

該当する場合､申請で税が減免されま

す。ただし､納期限までに減免申請書

等を提出しないと､減免を受けられま

せん。また､納税通知書を使って自動

車税を納めると､車検用の納税証明書

が渡されます｡車検の時に必要になり

ますので､大切に保管してください。

●茨城県高萩県税事務所

召22－2586

患茨城県職員(上級)の採用試験
受付期間 5月14日(月)～29日(火)。

第1次試験6月24日(日)。

職種等事務、土木、農業等。

受験資格昭和48年4月2日から

昭和55年4月1日までに生まれた

人／昭和55年4月2日以降に生ま

れた人で､学校教育法による大学(短

期大学を除く）を卒業した人もしく

は平成14年3月31日までに卒業見

込みの人または人事委員会がこれと

同等と認める人。

●茨城県人事委員会事務局

BO29-301-5549

明潜大学マンドリン

f藍ヤリティーコンサート
こきゅう

中国胡弓の名手､NHKテレビにも出

演している姜建華(ジﾔﾝジｪﾝﾎﾜ)さんと

明大マンドリン倶楽部が共演します。

日時6月30B(土)午後2時開演。

入場料3,000円（全席自由)。

＊北茨城・高萩両市の目の不自由な

人へ無料優待席を用意し、収益金の

一部は両市の社会福祉協議会に寄付

を予定しています。

●明治大学校友会北茨城高萩支部

川上士郎さん召46-7010

（社旧本リウマチ友の会茨城支部

垂35周年記念大会

日時6月10B(日）午後1時から。

会場茨城県総合福祉会館(水戸市)。

内容 「21世紀、 リウマチ医療は？」

をテーマに大学教授・医師の講演。

入場料無料。＊車イス用のスロー

プやトイレあります。

●(社)日本リウマチ友の会茨城支部

50298-31-5232

ー

駅前公園を

□イベントでお使いください

ストリートライブやチャリティーな

どのイベントに駅前公園を利用くださ

い。＊営利目的の使用はできません。

申し込みは高萩市商工会まで。

●高萩市商工会召22-2501
夢蒼塾の塾生を募集

まちづくりの夢をみんなで語り合

いませんか。

塾の開催月1回程度（主に夕方)。

主な活動ホタルの幼虫放流と観

察、先進地の視察研修と交流など。

応募資格市内に居住または通勤す

る人ならどなたでも。

年会費2,000円。

●橋本義隆さん

BO90-3339-5497

熱鰡F〃A"=ルドカッブ”ボ謬溌ティア

蕊縁者の慕懲Jn℃ ≦
■澱庫込方法市役所などで配菰〃ている申込書の郵送侭よる申し込みと、
:塗 乳 . ､ ､ ､ 『 ． 》 , ､

｡､2002FIFAワールドカップTM公式ホームページでのインターネットによる
､ , と

；申し込み。

締切り 2001年6月15B(金)◎

募集人員 1,300人を予定｡

登録条件2002年4月1日時点で18歳以上・茨城での全ての試合開催日

に活動可能・活動日に指定された活動場所まで集合可能・事務局が実施す

_る研修に全て参加可能｡外国語を母国語とする場合は､日本語の日常会話

？"こ支障がなく､簡単な日本語あ文章が読解可能な人｡ ■ ? ■
f睡な業務案内業溌■影か毎吏迩内での観客誘導.座席案内他.
ゞjp2002FIFAﾜｰﾙドｶｯブ理茨城ポﾗﾝﾃｨｱ事務局毎0299-84-6518
JJTfff公式ﾎｰﾑページ(wWNMFIFAworldcup｡com)J

｛
》

一鷺燕鑓綴霧誉織鐸： :､､ . ’ ､ .藻,幕､熟識蕊瀧撫鱸蕊蕊鋳蕊霧謹篭縫懲鼠

4月号6ページに掲載した「第5回

茨城県健康福祉祭わくわく美術展」

の入選者氏名にもれがありました。

訂正して、おわびいたします。

洋画の部入選上遠野長政さん（高萩）
…箪鐸鍵薄ぎ．響. ． ､#蕊 …

勵
燗
噸
騨
鮒
船
蹴
剛

篭
こ
う
と
す
る
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
で
の

鶴
鯛

参
を
学
び
楽
し
む
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
な

歩
ど
。
そ
こ
に
は
陽
気
な
中
に
ひ
た
む
き

シシ
な
姿
で
学
校
生
活
を
送
る
生
徒
の
み

シ
な
さ
ん
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
園

諺議
、
ン
ン
ニ
ッ
タ
ン
で
見
せ
て
い
た
だ

誉
い
た
鉄
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
．

擬
そ
れ
は
、
一
、
二
○
○
度
に
熱
せ
ら
れ

藍
た
鉄
。
赤
々
と
熱
せ
ら
れ
、
ま
ぶ
し

津
い
ほ
ど
の
光
を
は
な
っ
て
い
ま
し

渉
た
。
で
き
た
ば
か
り
の
鉄
の
製
品
は

歩
一
、
○
○
○
度
程
の
熱
が
あ
り
、
近
寄

渉
る
と
空
気
を
と
お
し
て
熱
が
伝
わ
っ

津
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
鉄
を
扱
う
み
な

夢
さ
ん
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
が
と
て
も

夢
印
象
的
で
し
た
。
目
■

、
判
祁
漁
愈
通
懸
慰
鰯
？
鳶
＃

〉
錯
争
識
、
諭
、
，
“
が
《
“
、
《
《
》
、
、
、
、
、
噸
繰
令
、

謄
鑑
》
帯
一

、
、
，
で
○
籍
印
↑
”

一
叢
一
除
戸
と
６
※

・
諏
舜
．
↓
時
恥
付
鍛
訓
》
》

舟
輻
御
趣

癖
ビ
や
Ｔ
》
■
一
ゞ
》
職
雪
ロ
ロ
蕊
司
Ｆ
一
再
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SPORTS無料⑳担談ゞぷ詮ｮ蕊■ 〆3℃ぷ
第27回町内別ママさんバレーボール大会

□4月1日(日） 口市民体育館

□10チーム参加

優勝島名チーム準優勝高浜Aチーム

第3位秋山Bチーム

l蕊 …灘蕊競瞬蕊驚識》嬢騨灘灘謹潮

スポーツの結果

日時:5月17日(木)｡31日(木)午

蕊”謡3時/場所:軍凝相談室
斑塘談員:鈴木清相談罫J〆

； ： 、 、 、

●秘書課恋23-7320~¥
…
今回は、シドニー五輪女子ビーチバレー競技第4

位の佐伯美香選手と高橋有紀子選手を迎えます。大

会の運営に協力してくれる人(中学生以上)を募集し

ます（大会参加可能)。＊参加者は後日募集。

・開催日 7月22日(日)。●会場高萩海水浴場。

問合せ （社)高萩青年会議所佐久間広仲さんB090-8479-4477

日時：毎週木曜日の午後1時～3

畷／場所：総合福祉センター

f燕爵談の内容により奔謹班相談を
] 串 串 ﾉ¥､， 串､ 〈 ﾉ

受けることができます6fr 〔 〃

●社会福祉協議会恋23-8341

佐伯美香選手(右) ・高橋有紀子選手(左）

fみんなの伺民年金
踊尹 焔

保険年金課 恋23－2117
忽爾襄頁あ巡回稲談一＞
日時：5月25日(金)午諭9時～正

薙斯:高萩市民ゼ”-℃ ■
心霜証事務所恋2褒涌慰圃｡■J．

昭和1砿難局2圓馴露に鑑患雌人の ー

に塗り患した．③

65歳から受け取る老齢基礎年金を、 60歳から64歳の間に繰上げて受け取

る場合、年金額が一定率で減額されます。また、 65歳前に支給される老齢

厚生年金などが支給されず、遺族年金も65歳まで支給停止されます。反対

に、老齢基礎年金を
繰上げ受給率 繰下げ受給率

<_家庭児童相談 ＞
日時：毎週火曜日の午後1時～3

時／場所：高萩市民センター

●擢祉事務所画23-7030
65歳以降に繰下げて

受け取る場合、年金

額が一定率で増額さ

れます。

＊昭和16年4月1日

以前に生まれた人の

減額率・増減率は改

正前の率を適用。

＝颪露悪三F’ﾉﾉ叫箇貝

》

/

日時： 5月16日(水)。22日(火).

6月6日(水)・ 13日(水)、午後1

時～2時／場所：日立保健所

●日立保健所恋0294-22-4188

'70以降 88
K暮らしの相談(予約制） 〉
介護、法律、税務について相談を

受けます。日時： 5月16日（水）

午前10時～午後3時／場所:日立

郵便局

●日立郵便局恋0294=21-0001

常陸太田市ふるさとの森マウンテンバイクトレール

・場所常陸太田市増井町。 ・コースビギナー、スポーツ、エ

キスパートの3コース。 ・時間午前9時～午後5時。 ・休業日

毎週月曜日。 ・料金 1人1日個人：520円／団体420円。

＊中学生以下無料。 ●申込自然休養村管理センター画0294‐

73-0800・問合せ常陸太田市役所農政課召0294-72-3111

ー

く消費生活相談

●消費生活センター
"029－255-6445

灘織善意繊議 ありがとうご言い雲し倉麹
社会福祉協議会へ 図書館へ図書寄贈

。(故)鈴木知美さん（安良川） ・三次徳子さん（肥前町）

100,000円 ・長久保正次さん（赤浜）

･高萩ロータリークラブ350,000円 ・星登志男さん（島名）

・高萩市カラオケ望み会 30,000円 ・松本百司さん（上手綱）

・山之内製薬労働組合ラ・フェスタ 。(故)鈴木知美さん（安良川）

48,050円 *10万円相当。

・常陽ボランティア倶楽部タオル500枚 中央公民館へ ビデオデツキ1台

●ASA奥村新聞店社員一同6,800円 ●高齢者大学26期卒業生一同

・高萩ライオンズクラブ300,000円 松岡地区公民館へ テレビ1台

・小沼和宏さん（島名) 100,000円 ・幸福大学卒業生一同

翻員…リ

総合福祉センター内浴場

蕊14(月)･28（月）
鍾罰11(月)･25（月）

トイレの汲み取り

蕊葱13(日)･14(月)･20(B)
27（日）

懇3(日)･9(土)･10(日）

ィ'IR)L聖崔司 と聖聖

15

……f職諸無沖稚

年齢

66

ハラ

O／

68

691 64

〆増頚率％
一
日h正前 改正後

12
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誉
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喜
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届

…
… 烈

-野鳥を育む州一

（関根川）

●ふ

F上｡ご

錘&擶泉きし子さん（高戸）

［絵と文］き

の
一
屋
所
②

関根川の河口から波打ち際にかけ
ついば

て、シギやセキレイがせわしく餌を啄

んでいる。時には渡り鳥が羽を休め、

l鳴き声が響き渡る。白サギがゆっくり

と羽ばたいて飛び立って行く。

こんな光景が見られる豊かな自然

を、いつまでもみんなで守っていきた

いと思います。

副
ｉ
詞
；
＃
測
釧
…
副
…
到
霞
…
青
野
葺
雷
…
…
胤
私
》

場

Lー

学
び

鐙
松岡小学校の －急

メタセコイア対
る

アケボノスギとも言われるこの 大

大樹は、天を突くように伸びる幹 樹
と四方に広がる太い枝がきれいな

円錐形を作っています。同校の門

と並んで立ち、新入学児菫を迎え

てにぎやかな学校生活を優しく見

守っています。
ハマナス(バラ科）

(撮影／赤浜地内）

ー

〔時間〕午前9時~午後4時6月
、蕊ゞ

日 病院･医院名(所在地） ｜ 電話

5月 p 日曜当番医です。
病院･医院名(所在地） ｜ 電話
高萩協同病院（安良川） （23)1122

傭細鯏ｸﾘﾆy7(粁町!|";立花医院（東本町）

日
一
配
一
妬
妬

（大和町） （22)2137

ニツク(十王町） （32)3232

(春日町） （23)3100

ニツク(下手綱） （22)1000

'0日:職
17日滝川医院

24日松岡クリ

宍戸小児科医院(安良川） （23)2318

⑤月号
No.495

市報たかはぎ
平成13年5月7日発行

5月の納税
*軽自動車税(全期分）

し納期は、5月31日(木)です。
*国民年金（5月分）

■ホームベージで市報がご覧になれます。

ホームページアドレス http://www.net-ibarakinejp/takahagi/

■市報への意見や市への要望は､Eメールでお寄せください。

電子メールアドレス takahagi@po.net-ibaraki.ne.ip

4／1現在人口

頴暑
34,439人(-97）

16,965人(-51）

17,474人(-46）

■編集／高萩市役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

画0293(23)7320

■印刷／㈲さくらい印刷所 ’ ()は前月比世帯数11 ,877世帯(＋4）
16

3日|石医院（東本町） （23)1711


